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【報告内容】 

・重層的支援体制整備事業実施計画の改編

（社会参加支援の推進とプラットフォーム形

成を強化、支援者支援の新設） 

・相談事例の中に「さみしい」という主訴が

多く、社会的孤立や役割・活躍の場を求める

ニーズが背景にあると分析。「さみしい」を

テーマにした事例検討や研修を実施し、参

加支援の視点を浸透させる取組を強化。 

【委員からの意見】 

・高齢者の万引きが「さみしさ」に起因して

いる可能性を指摘。 

・予防的な地域のつながりが重要。「死にた

い」という相談と「さみしい」は類似性があ

る。 

・「さみしい」と言える人はまだ支援につな

がっているが、言えない人へのアプローチ

が課題。 

・障がい分野でも「さみしい」事例が多く、視

点が広がっている。 

【報告内容】 

社会との関わりや、人と関係性を作ることに不安が

ある方などが、社会とつながりをもち、参加できるき

っかけづくりを、カフェや畑作業、就労体験、PC など

の様々なプログラムを通じて、本人のペースに寄り添

いながら実施している事業（就労準備支援事業と社

会参加推進事業）を振り返り。 

【委員からの意見】 

・本人のやりたいことや言葉を聞いて、一緒に考え一

緒に作っていくことが重要 

・全国的に地域力が弱くなり、地域のつながりが希薄

になっている中で、どのように地域の方に関わって

もらうのかが重要 

・子どもの社会性を育むには地域の協力も必要でい

じめや不登校など問題行動の予防にもなる。今まで

は社会や地域の中で育まれていたところを、今は学

校で意図的に、ストレスマネジメントや対人関係スキ

ル等を担わなければならない状況がある。 

【報告内容】 

自立相談／家計改善／就労準備と社会参加の

一体的実施／子どもの学習・生活支援における

成果と課題 

【委員からの意見】 

・お金の相談に来た人、お金がもらえないなら支

援は必要ないという人に対して、このように滞

納金が改善されたという支援モデルを用いなが

ら説明ができればいい。 

・対象者の生活がどう変わったかというところ

が大事。民間事業所等も事例を知る機会があれ

ば、つながりが更に広がっていく可能性がある

と思う。 

・広報を本格的に強化するために、事例を活用

した周知を検討してほしい。 
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福祉のまちづくり 

委員会 

【協議内容】 

地域づくりにおける地域でのつながりについて 

・地域で活動していく中で、誰とどのようにつながったり、どうすれば

活動が広がっていくか、など意見交換。 

【委員からの意見】 

・地域のつながりがなくなっていきている。イベントなどを通じてつな

がったり、助けたり助けてもらったりする関係づくりや仲間づくりが大

事。 

・生きがいややりがいを引き出せるような居場所や、活動したい人と

してほしい人が出会うが場が必要。 

・社会に参加して自身が得られる場が大事。またゲストとして来る人

に、ホストとしての役割を担ってもらうような仕掛けが必要。 

今回（R7 第１回福祉のまちづくり委員会）での

意見を踏まえて、以下テーマについて協議 

“２０３０年の芦屋”に大事なものって？Part２ 

～孤立している人とのつながり、孤立しない地

域づくり～ 

 

「芦屋市多機関協働推進委員会」・「芦屋市福祉のまちづくり委員会」の協議経過等について 

R7/6/25 
生活困窮者自立支援専門部会 

R7/12/18 
R7 年度 第２回 

R8 実施 

R7/3/18 
R6 年度 第２回 

R7/10/21 
R7 年度 第１回 

R8/2/15 
R7 年度 第２回 

R8 実施 
【協議内容】 

「”2030 年の芦屋”に一番大事なものは何？」 

R６年度第２回のグループワークでの意見を振り返り。２０３０年（５

年後）の芦屋にとって、一番大事なものは？？ 

【委員からの意見】 

・つながりが希薄になっている今、イベントなどの楽しいことでつな

がり、「困ったといえる」「助け合える」関係といった日常的につなが

る基盤づくりができるといい。 

・各グループででたスローガン 

「地域のつながり 日常と非日常の両立」 

「多様性全世代楽しさつまみぐい型双方向コミュニケーション」 

「身近な地域でちょっと困ったが言える・助け合える楽しいイベント」 

【報告内容】 

・社会参加の推進について、就労準備支援事業、

社会参加推進事業の取組。また、精道高齢者生活

支援センターにおける社会参加の取組も共有。 

・重層的支援体制整備事業に関する取組。 

【委員からの意見】 

・就労準備支援事業と社会参加推進事業の使い

分けや、制度のはざまをなくしていくという対応

の流れがよくわかった。 

・社会参加の支援について、地域がいろんな方面

からアプローチするのはすごくいいことだと思

う。 

・社会参加をしていた人がその機会を失うという

場面に対して、どう対応するかというのは見えや

すい課題であり、その課題への対応は意味がある

と感じた。 

事前資料３


